





























 （1）a．昨日えつ　あんた　畑に　行った づら 
 　　　 （昨日あたりに，あなたは　畑に行ったでしょう。） 
 　　b．明日は雨 づら 



















 （2）a．# これ，いま，（自分が）食べるづら 
 　　　 （今，これを（自分が）食べます。） 
 　　b．#1 づら！（点呼） 








 （3）a．外は雪 づら 　（外は雪だろう） 





 （4）a．  ざざむし，食べるに　（ざざむし，食べるよ。） 


















































 （6）a．きっと，｛僕／ ＊ 君／彼｝は行く だろう 。（推量）［ ― 2 人称］ 
 　　b．｛僕／ ＊ 君／彼｝は行く まい 。（否定推量）［ ― 2 人称］ 
















 　　　 （今日あたり，あなたは　畑に行くでしょう？） 
 　　b．きのうえつ　あんたは畑　行ったづら 























 　 （がちゃがちゃに（乱雑に）でしょう。） 
 b．バタンとづら 







 （12）a．  外は雪（ ＊ だ）づら 
 b．  （あの娘は）けなげ（ ＊ だ）づら　（けなげでしょう。） 
 c．  （あの娘は）けなげ（ ＊ な）づら　（けなげでしょう。） 
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 d． ＊ ほんに　どこにいくん　なえ　づら 













 （13）a． 明日は　きっと　晴れる　 づら 　なえ　
（明日はきっと晴れるでしょうね。） 





























 （16）（あの娘は）けなげ（ ＊ な）づら　（けなげでしょう。）（＝（12c）） 
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 （18）a．（あの娘は）けなげ（ ＊ だ）づら　（けなげでしょう。） 
 b．（あの娘は）けなげ　 ＊ （だ）わ 
 　また両者は「の」に導かれた節に埋め込まれることもできない。 
 （19）a．芳夫は，またスイスに行くづら 
 b．芳夫は，またスイスに行く（ ＊ づら）のを楽しみにしている 
 c．三和子は，またスイスに行くわ 
 d．三和子は，またスイスに行く（ ＊ わ）のを楽しみにしている 
 さらに，疑問詞「の」にも選択されることはない。 
 （20）a．芳夫は，またスイスに行くの？ 
 b．芳夫は，またスイスに行く（ ＊ づら）の？ 

























 （21）a． ＊ あの人　誰わ　（あの人は誰でしょう。） 
 b． ＊ 明日は　雨わ　（明日は雨でしょうね。） 
 c． ＊ あの娘は　けなげ　わ　（あの娘は　けなげでしょうね。） 
 （22）a． ＊ あの電車は新宿からわ　（あの電車は新宿からでしょう。） 
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 b． ＊ コンサートは 2時までわ　（コンサートは 2時まででしょう。） 
 c． ＊ （壁を塗ったんだって？）　べとべとにわ　（べとべとにでしょう。） 
 d． ＊ （指を切ったんだって？）　この包丁でわ　（この包丁ででしょう。） 
 e． ＊ （学校を休んだって？） 





 a．外は雪（ ＊ だ）づら 
 b．（あの娘は）けなげ（ ＊ だ）づら　（けなげでしょう。） 
 （23）a．外は雪 ＊ （だ）わ 













 　 （（ドアを閉め）バタンとでしょう。） 
 （24）a． ＊ がちゃがちゃにわ 





 （25）a．  This is a house. 
 b．  Is this a house? 
 c．  I wonder if  this is a house. 





 （26）a．  This is a house, isn’t it? 
 b． ＊ You know that this is a house, isn’t it? 









 b．芳夫は，またスイスに行く（ ＊ づら）のを楽しみにしている 
 c．三和子は，またスイスに行くわ 
 d．三和子は，またスイスに行く（ ＊ わ）のを楽しみにしている 
 （20）（再掲） 
 a．芳夫は，またスイスに行くの？ 
 b．芳夫は，またスイスに行く（ ＊ づら）の？ 
 c．芳夫は，またスイスに行く（ ＊ わ）の？ 
 　ところが，（27）に示すように，「わ」は補文標識「か」に選択されるこ
とはできない一方で，「づら」はそれが可能である。 
 （27）a．外は雪だ（ ＊ わ）か？ 
 b．外は雪づらか？　（外は雪だろうか） 




























 （30）a． ＊ あれは誰　わ 
 b． ＊ 明日は雨　わ 
 c． ＊ （あの娘は）けなげ　わ 
 d． ＊ あの電車は新宿から　わ 
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 e． ＊ コンサートは 2時まで　わ 
 f． ＊ （壁を塗ったんだって？）　べとべとに　わ 
 g． ＊ （指を切ったんだって？）　この包丁で　わ 
 h． ＊ （学校を休んだって？）　 ＊ はやりのインフルエンザで　わ 
 i．  ＊ ガチャガチャに　わ 








 （31）a．今ごろ，電車に乗っている　づら　（＝ 7） 
 b．かわいい　づら　（＝ 8） 
 c．あの人　誰　［だ］　づら　（＝ 9a） 
 d．明日は　雨　［だ］　づら（＝ 9b） 
 e．あの娘は　けなげ　［だ］　づら（＝ 9c） 
 f．あの電車は　新宿から　［だ］　づら（＝ 10a） 



































 （34）a．君はそこへ　行くだろう（ ＊ な） 
 　 （君はそこに行ってはならないでしょう。） 
 b．太郎はそこへいく　まい　（ ＊ だろう） 
 　 （太郎はそこへは行かないだろうと思う。） 
 　Saito（2015）は，この一般化が，更に，他の言語にも見られることを指摘する。 
 （35）a． ＊ John may can solve the problem 

























 （36）a． ＊ 太郎はそれを食べだろう 



















 （39）a． ＊ 太郎はそれを食べづら 





 （31）a．今ごろ，電車に乗っている　づら　（＝ 7） 
 b．かわいい　づら　（＝ 8） 
 c．あの人　誰　［だ］　づら　（＝ 9a） 
 d．明日は　雨　［だ］　づら（＝ 9b） 
 e．あの娘は　けなげ　［だ］　づら（＝ 9c） 
 f．あの電車は　新宿から　［だ］　づら（＝ 10a） 











































 （43）a．  わざわざ雨が降るだろう週を選んで，行くことはない 
 b． ＊ わざわざ雨が降るづら週を選んで，行くことはない 
 （44）a．  あの子が毎週通うだろう道を　念のため歩いてみた 


























 （47）a．  明日えつ，畑にいくづら　（明日あたりに　畑にいくでしょう。） 






















 （49）a．  来月，電気館で，映画をみるづら？ 
 　    （来月は電気館で映画を観るでしょう？） 
 b． ＊ 来月，電気館で，映画をみっつら？ 
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